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唾液にはいろいろの酵素が存在することが報告
されている1ト3).そのうち唾液腺由来の酵素で,
生理的意義を持つと考えられるものは,アミラー
ゼ, リゾチーム,ペルオキシダーゼ,炭酸脱水酵
莱 (炭酸アンヒドラターゼ),カリクレインなどで
あり,その他のものは末だ唾液の機能と関係づけ
ちれてはない.
ダリシルプロリル βー-ナ7チルアミド (Gly-
Pro-βNA)水解酵素活性は,ヒト耳下腺唾液中に
血清よりはるかに高 く4),ウシ耳下腺 ミクロソー
ム画分にも高いことが証明され5㌧ さらにヒト顎
下腺 ミクロソーム画分から精製された6).唾液な
らびに唾液腺における生理的意義について明らか
でないが,本酵素を1例とし,酵素の精製操作,
精製酵素の化学的性質の検索,ならびに,関連酵
素の生物学的意義などについて提供した話題を以
下にまとめた.
本酵素は下記反応を触媒する加水分解酵素で,
HzN-CHI-3U-3-:那-H･NICH･-3CIcoH･H･N髄
(Gly-Pro-β-NA) (Gly-Pro) p -ナフチルア ミン)
1966年 Hopsu-Havuと Glennerがネズミ肝臓
に存在することを証明しTJ,17'タ腎臓 ミクpソ-
ム画分から精製に成功した8).
ヒト顎下腺については,大矢ら6)が ミクロソー
ム画分から活性収量はホモジネー トに対し26%,
208倍に精製した｡基質特異性は非常に高 く他の
アミノ酸-β-ナ7チルアミド数種に対しわずかの
活性を示すのみであり,グリシン(Gly)とプロリ
ン(Pro)間のペプチ ド結合には全 く作用しない｡
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生体に存在する物質で本酵素の基質となり得る
ものはペプチ ドであり,,しかもN-末端が Gly-
Proであることが条件となる｡Gly-ProをN-末
端に持つ各種ペプチ ドに対して行なった研究6)9)
から本酵素は Gly-Proとその次の位置を占める
アミノ酸 との間のペプチ ド結合を加水分解する
が,ダリシルプロリル- イ ドpキシプロリン
(Gly-Pro-Hyp)(あるいは Gly-Pro-Pro)に対し
ては作用しないことが明らかになった.
結合組織のタンノミク質であるコラーゲン分子中
にはGly-Pro-Ⅹ(Ⅹ :各種アミノ酸)というアミ
ノ酸配列が周期的に存在しているので,本酵素の
応用によりコラーゲン分子の種特異性,臓器特異
性などについて知見を得ることが可能と考える.
本酵素活性は,ヒト歯垢中10),ウシ歯髄中11),
口腔常存菌12)などについても検索が行なわれてい
る.
ブタ腎臓の ミクロソーム画分には Proや Hyp
を分子中に持つペプチ ドに対して作用する7種の
ペプチダーゼが現在知られている13).これらは7
ミノペプチダーゼ,カルボキシペプチダーゼが作
用不可能なペプチ ドに作用し,アミノ酸を遊離す
るのであって,腎臓ではこれらの酵素が相互作用
しタンパク質から由来するProあるいはHypを
含有するペプチ ドを消化し,排池と再吸収が営な
まれると推察される.尿中14)15㌧血中161の Hyp含
量はコラーゲンの代謝によるものでありこれらの
酵素活性との関係を勘案すると興味深い.
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